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第　 1　問

a > 0とし，曲線 C1 : y = 5x2 と曲線 C2 : y = x2 + 4a2 を考える。C1 と C2 の共有
点のうち，x座標が正のものを Pとし，Pにおける C2 の接線を ℓとする。次の問いに答
えよ。

(1) Pの座標と ℓの方程式を求めよ。

(2) C1 と C2 で囲まれた図形の面積 S を求めよ。

(3) C1 と ℓで囲まれた図形の面積を T とする。(2)で求めた S との比 T
S
を求めよ。
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第　 2　問

次の問いに答えよ。

(1) 整数 nに対して，x = 7n，y = 17(17− n)が不定方程式 17x+ 7y = 2023を満た
すことを示せ。

(2) 17x+7y = 2023を満たす整数 x，yは，整数 nを用いて x = 7n，y = 17(17− n)

と表されるものに限ることを示せ。

(3) 17x + 7y = 2023を満たす整数 x，y のうち， xy − 2023 を最小にするものを求
めよ。
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第　 3　問

実数 a，bが，次の条件を満たすとする。

(x, y) を座標とする座標平面において，不等式 y ≧ ax + b が表す領域に点
A(−1, 1) と点 B (1, 1) があり，不等式 y ≦ ax + b が表す領域に点 C(−3, −1)

と点 D(3, −1)がある。

次の問いに答えよ。

(1) b = 0のとき，aのとり得る値の範囲を求めよ。

(2) 与えられた条件を満たす (a, b) 全体の集合を，(a, b) を座標とする座標平面に図
示せよ。

(3) (x, y) を座標とする座標平面上で，点 P (5, −2)，点 Q(5, 3) を考える。このと
き，直線 y = ax+ bは線分 PQと必ず共有点を持つことを示せ。
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